
備えあれば憂いなし。
最低でも３日間（できれば１週間分）の備蓄を心がけましょう。

命を守るために
家庭でできる防災対策

　平成２３年の東日本大震災、平成２８年の熊本地震など、近年、全国各地で大規模な地震が
発生しており、大きな被害をもたらしました。平成３０年6月に発生した大阪府北部を震源とする地震
では、ブロック塀の倒壊や家具の転倒により、犠牲になられた方もいます。
　また、本県においては、今後３０年以内に南海トラフ地震が発生する確率が７０％～８０％（基準日：
平成３０年１月１日）と高まっています。
　災害による被害をゼロにすることはできなくても、住宅の耐震化や家具の転倒防止など、県民一人
一人が事前に十分な準備をすることによって地震による死傷者数は大幅に減らすことができると
言われています。
　自分や家族の命を守るため、私たちが家庭でできる防災対策について、この機会に考えてみませんか。

発行：香川県危機管理総局危機管理課（TEL：087-832-3241）

災害はいつ起こるかわかりません。
避難時にすぐ持ち出せるものを準備しておきましょう。

　大規模な災害が発生した場合、支援物
資が避難所にスムーズに行き届かない
ケースも想定されます。
　そのような場合に備えて、飲料水
（一人1日あたり3リットルを目安。）、
乾パン、アルファ米、
レトルト食品、医薬品
セット、簡易トイレ等
の備蓄を行いましょう。

■上図は、九都県市首脳会議防災・危機管理対策委員会のホームページから引用

　取り組みやすい備蓄の方法としては、
ローリングストックがあります。ローリン
グストックは、缶詰やレトルト食品、トイ
レットペーパーなど日常生活で消費する
ものを少し多めに買い置きして賞味期限
が近づいたものは食べて、食べた分をま
た補充するやり方です。

　災害がいつ起きてもすぐに逃げ出せるよう、以下のチェックリストを参考に、必要な物資をリュックサックなどに
詰めておきましょう。（チェックリストの項目はあくまで一例であり、ご自身や家族の状況に合わせたものを準備してください。）

保存版

実践しよう！

矢守克也氏（京都大学防災研究所・教授）提供

（平成28年熊本地震による被害状況）
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非常時持出品チェックリスト
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住宅の耐震化対策による死者数の軽減

現状 対策後
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■住宅の耐震化率 75％（平成２５年１０月現在）⇒100％の場合
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家具等の転倒・落下防止対策による死傷者の軽減

現状 対策後

2,440人

620人

負傷者
2,300人

死者 140人
負傷者 600人
死  者   20人

■家具類の転倒防止対策率１３％（平成２４年度県政世論調査）⇒100％の場合

※冬・深夜による比較



工夫を凝らすことで、お家を安全・安心に！

１カ月に１回など定期的に、ご家庭で防災会議を開き、
お近くの避難所や、避難所までのルートの確認、災害
時の連絡手段、非常時の持出品などについてみんなで
話し合いましょう！

昭和５６年５月以前に建てられた住宅、いわゆる旧耐震基準で建て
られた住宅を対象に耐震化の補助事業を行っております。
まずは下記の問い合わせ先まで。

まずは、お家の耐震診断を受けましょう。

家具の転倒防止対策とともに、家具のレイアウトの見直しも効果的な対策となりますので、
取り組んでみましょう。また、災害時には家のガラスにも注意が必要です。ガラスの飛散防
止フィルムを貼ることや、昼間でもレースのカーテンを閉めておくことをおすすめします。

家具の転倒防止・ガラスの飛散防止対策を進めよう！

家具を固定する

●固定型
L字金具で、家具を
壁や柱に直接固定す
るタイプ。天井や壁
などの強度を調べて
おくことが大切です。
※組み合わせて固定
することも一つの方
法です。

●吊り下げ型
細いロープやチェー
ンで家具を固定する
タイプ。天井や壁な
どと数カ所で固定し
ます。

●突っ張り型
家具と天井の間を止
めるタイプ。天井が
しっかりしていないと
危険です。また、天井
と隙間が広かったり、
奥行きのない家具だ
と効果が期待できな
い場合がありますの
で、注意しましょう。

●踏ん張り型
家具の下に挟むタイ
プ。板などを差し込
んでバランスを取り、
壁側に寄りかからせ
ると転倒防止になり
ます。

ガラスが危ない！

部屋の中にはガラスがいっぱい
です。窓、食器棚、鏡など、
割れればすべて凶器になりま
す。大きなガラス窓は、市販の
ガラス飛散防止フィルムなどで
カバー。夜間はカーテンを引い
て寝ると飛散防止になります。

家の中は常に整理整頓！

●寝室
背の高い家具は置かないように
します。お年寄りや子ども部屋
は特に注意しておきましょう。

●玄関
緊急時の非常用出口となる玄
関には、できるだけ物は置かな
いように。自転車やベビーカー
などは特に妨げになります。

災害の多い今だからこそ、
家族で防災を考えるとき！

防災会議で役立つ３つのツールをご紹介します！

❶県では、南海トラフ地震が発生した際の被害想定と対策
を視覚的にまとめた映像を作成しておりますので、ご覧
いただき、南海トラフ地震発生時の被害イメージを皆さん
で共有いただきたいと思います。

❷かがわ防災GISでは、洪水が発生した際の浸水区域など、
お住まいの地域の災害のリスクや、避難所の確認がで
きますので、ぜひご活用ください。

❸また、防災情報メールに登録いただきますと、高松地
方気象台が発表する気象情報や市町が発令する避難勧
告などの情報がメール配信されますので、右記 QRコー
ドから登録をお願いいたします。

地震発生！

発生から２分
まずは自分の身を守る！
落下物から身を守るため、机の下に入っ
たり、家具から離れる。

２分から５分
火の始末と出火防止
台所で火を使っていたら、揺れが収まっ
てから火を消す。万が一火事になったら、
「火事だ！」とまわりに知らせよう。

５分から１０分
家族の安全を確保
自分の身が守れたら、家族の状況を確
認。慌てずに落ち着いて、みんなで避
難の準備。

１０分以上
ご近所の安全を確認
近所にけが人はいないか、取り残され
ている人はいないか、みんなで確認。

災害時には、被災地において通信量が増加しつながりにくくなります。そのような場合に役立つのが、音声を伝言
として記録できる「災害用伝言ダイヤル（171）」や、伝言情報（テキスト）の登録・閲覧を可能とする「災害
用伝言板（web171）」のサービスです。

低コスト工法で安価・
短期間の工事が可能に！

詳しくは、
香川県住宅課まで！

香川県住宅課（087-832-3584）

タンスなど２段に分かれているタイプの家具は、必ず上下を
金具などで固定しよう。

詳しくは、こちらをチェック！

③防災情報メールを登録しよう！

②かがわ防災 GIS の活用方法について
（ⅰ）表示切替でハザードマップや防災施設などのタブをクリックし、
　  見たい情報についてチェックを入れましょう。
（ⅱ）自宅から避難場所までの経路を確認しましょう。

①南海トラフ地震（最大クラス）に関する映像
映像は、かがわ防災 web ポータルからご覧いただけます。
また、ＤＶＤの貸し出しも行っております。
問い合わせ先：香川県危機管理課（087-832-3241）  

登録はこちらから▶

安否確認の手段を確認しておこう！

グラッときた時
、まずは…耐震診断・改修の問い合わせ先

耐震診断
（費用の９０％を補助）

上限９万円 簡易な耐震改修（全額補助）
工事費の上限５０万円

耐震シェルター・ベッド
（全額補助）
工事費の上限２０万円

耐震改修（全額補助）
工事費の上限９０万円

補強が
必要な場合は

詳しくは、 香川県住宅耐震ポータルサイト 検索 ➡

詳しくは、 かがわ防災webポータル 検索 ➡

詳しくは、 かがわ防災GIS 検索 ➡

詳しくは、 災害用伝言　NTT 西日本 検索 ➡


